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１．はじめに 
現在仙台市が取り組んでいる『フィンランド健

康福祉センタープロジェクト』の IT 分野からの支

援研究として『健康福祉のための先進的エージェ

ント・ネットワークに関する研究（以下，健康福

祉プロジェクトと略記）』[1]がある．このプロジ

ェクトは個人のプライバシーとセキュリティ上の

安全性を十分に確保したネットワークを構築し，

利用者から発せられる多岐にわたる要求や質問に

対して，その背景と意味を十分に理解し適切に応

答できる高度な健康福祉サービスを実現すること

を目的とする． 

 
図１[健康福祉プロジェクト全体図] 

健康福祉プロジェクトにおける目的達成の一部

として，エージェント間コミュニケーション機構

に関する基幹技術の研究開発がある．その中でも

エージェント間のコミュニケーションと，情報の

分類や探索にオントロジーを用い，拡張性と柔軟

性に富んだ素地の構築を行うことは，システムの

継続的な運営において非常に重要である．本研究

では，健康福祉プロジェクトの対象ドメインであ

る健康福祉という範囲に焦点を絞り，エージェン

トシステムの設計開発を行っている． 

 

２．本システムについて 
3-1 エージェント 
エージェントと一言でいっても多種多様なエー 
 
 
 
 
 

ジェントが存在する．DARPA[2]が研究を進めてい
る DAML[3]のように OWL[4]，RDF[5]で記述され
たリソースを利用して OWL-S[6]で表現されたウェ
ブサービスの自動実行を目指すようなエージェン

トや，FIPA[7]が提唱しているような ACL[8]を利用
してコミュニケーションベースで動作するエージ

ェント等がある．どちらもウェブサービスの自動

実行を行うにはまだその有効性の模索段階である

が，本研究の性質上一般ユーザの要求や質問との

インタラクションが強いエージェントを用いたほ

うがよいと考え，会話ベースで動作する FIPA 仕様
のエージェントを用いる． 
3-2 ACLの Content Language 
ACL は FIPA が作成したエージェント間コミュニ

ケーション言語であり，エージェントの会話のた

めに必要ないくつかのパラメタからなる集合で具

体化される．現在 Content Language は統一されて

いないが，本研究では主に RDQL[9]と独自に定義し

た ROCL(Resource Oriented Content Language)を

用いている．ROCL は概念を表す URI を述語でつな

いで ACL の Content 表現をしたものである． 

3-3 オントロジーと知識ベース 
本研究でのオントロジー（語彙の体系）はエー

ジェントの知識ベースの中での概念を表現するた

め働きを担っている．具体的には，URI を述語でつ

ないで表現したエージェントの知識ベースの中の，

URI の先に存在する知識として使用される．つまり，

本研究でのエージェントが持っている知識ベース

は直接的にはオントロジーを意味しない． 

 
図３：エージェントの知識ベースとオントロジー

の関係 

このような知識表現をする理由としては，エー

ジェント同士がコミュニケーションするときに，

誰が誰に何をしてほしいのか，誰が誰の何を知り

たいのかといった，エージェント間の命令や問い

合わせに具体的な構造と意味を持たせて表現する

ことが重要になると考えるからである．述語と，
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命令やクエリの実行者や対象者を示す主語や目的

語間の関係，構造や意味を明確に表現することで，

知識を人間にとってもわかりやすく意味を持たせ

て表現することができる．OWLや RDFで記述され
たリソースはその性質上述語表現の部分が我々の

普段使用している名詞になったり動詞になったり

することがあるので，エージェントが行うタスク

やクエリを明示的に示すために使用するにはまだ

模索段階であると考える．また，余談ではあるが

本研究では将来的に知的インターフェースをユー

ザとエージェント橋渡しをするものとして導入す

る予定であり，このような知識ベースを用いるこ

とは人間の入力する自然文と知識ベースのインタ

ラクションを強くしたいという理由にも起因する． 

 3-4 システムの概観 
エージェントプラットフォーム上にユーザエー

ジェント，ドメインエージェント，オントロジー

を実装した（図２）． 

 
図２：実装したシステム 

ユーザエージェントはユーザと他のエージェン

トとの対話を仲介するエージェントである． ユー

ザからの命令や情報に対してそれに合ったタスク

やメッセージングを実行したり，他のエージェン

トからの問い合わせや依頼に応えたりする．また，

ユーザエージェントはこれらの機能を実現するた

めの仕組みとしてルールと上述した知識ベースを

持っている．知識ベースにユーザの志向やプロパ

ティ情報，他のエージェントに関する情報等を表

現し，ルールベースで動作させる．ここでいうユ

ーザの意味するものは，システム使用に当たって

ACL や知識表現に関する知識が必要になるため，エ

ージェントのプログラマーである． 

ドメインエージェントは健康と福祉に関する知

識ベースとルールを持つエージェントである．他

のエージェントからの健康に関する知識の問い合

わせに応じる．本研究は知識の表現と ACL による

その使い方に重点を置いているため，現段階では

BMI(body mass index)から簡単な健康アドバイス

を返す機能を持たせている． 

また，オントロジーをネットワーク上に配置す

ることにより，その URI を得たエージェントはそ

の URI が何を指すのかを知らなくてもオントロジ

ーその中に記述された知識を参照し，概念を認知

する． 

3-5 ルールベースシステムについて 
 既存のルールベースシステムは基本的には文字

列の書き換えシステムであるが，本システムのル

ールベースシステムでは，ルールは与えられたア

サーション（URI）が何を意味しているのか意味解
釈をし，それがルールの内容とマッチしたら発火

する仕組みになっている．例えばある URI の指す
ものが人間であり，男性であり，その他年齢身長

体重がわかった場合その BMI の値を算出して知識
を生成するといった処理を行う． 

３．まとめ 
オントロジーを利用してメッセージや知識ベー

スの内容を意味解釈しながら動作するエージェン

トの一つの例を示した．今後もセマンティックウ

ェブにおけるウェブサービスの自動実行を行うキ

ー技術として，エージェントのあり方を模索する．

また，将来的にシステムを利用する一般ユーザと

ユーザエージェントの連携が必要になると考えら

れることから，今後の課題として知的インターフ

ェースの導入がある． 
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